
在宅ワーカー養成講座 【中野市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ６２１ 千円

交付金額 ３９１ 千円

事業番号 ３

当市は農業が盛んであり、共働きの割合の高さは
県内市の中で上位である。

また、出産・育児等を機に離職した女性の多くが、
再就職して活躍できる環境整備等を望むことから、
行政としても支援する必要がある。

・在宅ワーカー（フリーランス）として働くことを
希望し、適性を有する者に対して必要な基本
知識やパソコンスキルの習得を支援する。
・目標値：受講者数７名

・イラストレーターやフォトショップの基本操作
がマスターでき、チラシやホームページ作成が
可能となった。
・実際に仕事を請け負い、実践を積めた。
（令和７年３月現在・・・受講者数４名）
※受講後、２名が在宅ワーカーとしてスタートした

・在宅ワーカーに必要なPCスキルの習

得は元より実際にホームページ作成業
務を請け負うことで実践経験を積むこと
が可能

連携団体
・職業訓練法人 中高職業訓練協会
協力団体（事業周知）
・飯山公共職業安定所

・事業の次のステップとして、ワーカーと事業者と
のマッチングを効果的にできる仕組みの構築が
課題。

・また、請け負う仕事を増やすため、事業者等へ
の周知はもちろんのこと、在宅ワーカーについて
の周知にも注力していく必要がある。



事業の概要

在宅ワーカー養成講座

中野市は、農業が盛んであり、農
業就業者や共働き割合が県内でも
上位である。

第一次産業以外でも活躍できるよ
うにするとともに、ワークライフバラン
スの実現のため、在宅ワーカー養成
講座を実施。

施設に設置する「コワーキングスペ
ース」を活用するとともに、キャリアコ
ンサルティング事業とも連携し、適性
や希望を確認するといった個別支援
を実施

受講後、２名が在宅ワーカーとしてスタートした
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